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＜令和５年度の児童数＞ 

学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計 

男子 ５ １２ １３ １０ １２ １１ ６３ 

女子 １８ １２ １６ １４ １２ １２ ８４ 

合計 ２３ ２４ ２９ ２４ ２４ ２３ １４７ 

担任氏名 

 

横山 紀子 伊藤 雄太 
高橋 恵子 

逸見  研 
大場 千紘 渡邉 祐人 

阿部 裕子 

丹野 千暁 

逸見  研 

 

(支援員) 榊 恵子  和泉 洋子  荒木 幸子  宮林 志保  工藤 麻里子  

令和5年４月７日（金）元気な２３名の１年生を迎え、入学式 
が行われました。今年はマスクも外し、３年ぶりにご来賓の皆様 
にもお出でいただいての入学式となりました。 

町長さんからは「９年間ずっといっしょの友達を大切にしてく 
ださい。」ＰＴＡ会長さんからは「朝ごはんをたくさん食べて、 
毎日元気に登校してください。」とお祝いの言葉をいただきまし 

た。 
校長式辞では、大事にしたい３つのことのお話がありました。 

１つ目は「元気で明るいあいさつ」２つ目は「学校を好きになる 
こと」３つ目は「挑戦、チャレンジするということ」です。１年 
生は立派な姿勢で、一生懸命に話を聞いていました。在校生も真 
剣な表情です。これからこの学校でみんなで勉強し、丈夫な体と 
賢い頭と、たくましい心を育てていきます。 
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 新型コロナウイルス感染から丸3年、対策方法も明らかになり、よう 

やく元通りの生活にもどろうとしています。本校でも、就任以来初めて 

来賓の方もお迎えし、フルバージョンの入学式を行うことができました。 

新入生の生き生きとした姿は、ついつい私たちを笑顔にしてくれます。 

たくさんの笑顔があふれる明るい学校づくりに力を尽くしていきたいと 

思います。 

さて、町は今、大きく変わろうとしています。８年後には生産年齢人口の増加を目指し、新しい

施策が展開されています。その一つに交流人口の拡大が挙げられています。今後町を背負って立つ

であろう子ども達に求められるのは、町のよさをよく知りそれをＰＲできる力ではないでしょうか。

加えて、住みやすい町を作ろうとする知識や技能に裏打ちされた創造力だと考えます。これまで、

学習の成果を各種イベント等で発信したり、県外、海外との交流学習も経験したりすることができ

ました。そうした経験は子ども達の自信となり、新たな学ぶ意欲にもつながっています。いわゆる、

主体的に学ぶ子どもです。これは、地域を素材にした多様な学習内容、町民お一人お一人が教育の

主役となり、子ども達を支えていただいた賜物であり、西川小学校の宝でもあります。これからも

地域の方々の信頼を得、ご協力いただけるような学校であり続けるため、この宝物を大切にしてい

きます。ご支援よろしくお願いいたします。 

持続可能な開発目標、「ＳＤＧ’ｓ      」今年の西川小学校は「すてき だいすき しょうがっこう」をス

ローガンに、児童や保護者の皆様のみならず、みんなに愛される学校を創っていきたいと思います。 

工藤 麻里子 榊  恵子 


